
                                                 

４ 建 企 第 ２ ９ ０ 号

令和４年９月２１日

建設業者団体の長 様

                                              建設企画課長

                                                        （公印省略）

週休２日工事、災害復旧工事における工事成績評定の運用について

週休２日工事においては、働き方改革による建設業の週休２日取得推

進のため、平成２７年度より長崎県独自の工事成績への評価方法を「週

休２日モデル工事試行要領」に定め評価を行っていたところですが、建

設 業 界 皆 様 の ご 理 解 に よ り 週 休 ２ 日 取 得 の 普 及 が 図 ら れ て い る こ と か

ら、下記の通り評価方法を改め運用することとしました。

また一方で、災害復旧工事はその緊急性の面から週休２日工事の対象とな

らず、週休２日対象工事と成績評定において差が生じていることから、是正

を図るとともに、社会条件、自然条件等により施工条件が厳しい現場であり、

その工事特性を確実に評価するよう下記のとおり定め運用することとしまし

たので、併せてお知らせします。

記

１． 長崎県建設工事成績評定要領の運用内容

・週休 2 日工事：別紙１、別紙２のとおり。

   ・災害復旧工事：別紙１、別紙３のとおり。

※週休 2 日工事の評価方法については、「週休 2 日モデル工事の試  

行要領」を別途改定

   

２．運 用 日：令和４年１０月１日以降に完成検査を行う工事       

■担当 土木部建設企画課技術情報班

    095－894－3023



週休２日工事、災害復旧工事に関する成績評定方法の改定について

　①週休２日工事について

　　・週休２日工事の成績評定については、当該制度の推進を図るため平成２７年度の実施時から、長崎県独自に「３点加点（外枠）」のインセンティブを設けている。

　　・現在、週休２日の取得も向上していることから、成績評定方法を国の評価方法と合わせるよう改める。

　②災害復旧工事について

　　・災害復旧工事は緊急性の面から週休2日の対象外とされているが、週休2日工事においては経費の計上及び成績評定での加点評価おこなわれているため、

　　　不平等な状態となっており、是正の要望等があっている。

　　・このため、成績評定において週休2日工事と同等程度の評価が受けられるよう改める。

　　・また、災害復旧工事は社会条件、自然条件等により施工条件が厳しい現場であり、その工事特性を確実に評価するよう改める。

〇成績評定改正の内容

項目

対象
　Ⅱ都市部等の作業環境、
　　社会条件への対応

　Ⅲ厳しい自然・地盤条件
　　への対応

最大１.６点（4点×0.4） 最大０．４点（1点×0.4） 最大０．４点（2点×0.2）
※該当のみ

以下の２項目で評価 以下の項目で評価 以下の２項目で評価 ２．４点
　⑧休日の確保を行っている。
　　※４週６休以上で評価

　・その他（週休２日（４週８休）の
　　　確保に向けた企業の取組が
　　　図られている。）

　④工程管理に係る積極的な
　　取り組みが見られた。
　　※４週8休以上で評価

～
０．２点

　⑩その他（４週８休以上を実施）
　　※４週８休以上で評価

※週休２日の確保自体を評価する
　ものではなく、企業として週休２日
　確保に向けた取り組みを行い、
　当該工事で４週８休以上を実施
　されている場合に評価する

　⑦その他（４週８休以上を実施）
　　※４週８休以上で評価

※4週8休
の場合

最大１.６点（4点×0.4） 最大０．４点（2点×0.2） １．２点（6点×0.2） ０．８点（４点×0.2）

以下の２項目で評価 以下の2項目で評価 以下の項目で評価 以下の項目で評価 ４．０点
　⑧休日の確保を行っている。
　　※４週４休以上で評価

　⑤災害復旧工事など、特に
　　工期的な制約がある場合
　　において、余裕をもって工
　　事を完成させた。

⑧事故や災害発生直後
　等の緊急的な対応が
　必要な工事

⑬被災箇所の措置や急
　峻な地形及び土石流
　危険渓流内での工事

～
２．２点

　⑩その他（災害復旧工事） 　⑦その他（災害復旧工事）

週休２日工事

災害復旧工事

主任監督員評価項目 担当課長評価項目

加点
合計別紙-２

①2.施工状況　Ⅱ 工程管理
　別紙-2④
　5.創意工夫 Ⅰ創意工夫

　別紙-3①
　2.施工状況　Ⅱ 工程管理

　　別紙-3②
　　４．工事特性　Ⅰ施工条件等への対応

012470
テキストボックス
別紙１



◎週休２日工事の評価の運用

〇 ［主任監督員］　　２．施工状況　Ⅱ.工程管理　において、以下の項目で評価する。

■ □ ⑧休日の確保を行っている。 ※４週６休以上で評価（４週５休以下は評価しない）
□ □ ⑩その他（理由：４週８休以上を実施） ※４週８休以上で評価

〇 ［主任監督員］　　　５．創意工夫　Ⅰ.創意工夫　において、以下の項目で評価する。

□ その他（理由：週休２日（４週８休以上）の確保に向けた企業の取り組みが図られている。）

※週休２日の確保の評価ではなく、企業として週休２日確保に向けた取り組みを行い、当該工事で
　４週８休以上を実施している場合に評価。

〇 ［担当課長］　　２．施工上状況　Ⅱ.工程管理　において以下の項目で評価する。

□ ④工程管理に係る積極的な取り組みが見られた。 ※４週８休以上で評価
□ ⑦その他（理由：４週８休以上を実施） ※４週８休以上で評価

「週休２日モデル工事の試行要領」により、試行対象工事として発注した全ての工事を対象とする。

別紙２



◎災害復旧工事の評価の運用

〇 ［主任監督員］　　２．施工状況　Ⅱ.工程管理　において、以下の項目で評価する。

■ □ ⑧休日の確保を行っている。 ※災害復旧工事であれば４週４休以上で評価
□ □ ⑩その他（理由：災害復旧工事） ※災害復旧工事であれば評価（厳しい現場環境の中で

　工期内に完成させた）

〇 ［担当課長］　　２．施工上状況　Ⅱ.工程管理　において、以下の項目で評価する。

□ ⑤災害復旧工事など、特に工期的な制約がある場合において、余裕をもって工事を完成させた。
　※災害復旧工事で工期内で適切に完成させたら評価

□ ⑦その他（理由：災害復旧工事） 　※災害復旧工事であれば評価

〇 ［担当課長］　　４．工事特性　Ⅰ.施工条件への対応　において、以下の項目で評価する。

Ⅱ都市部等の作業環境、社会条件等への対応
□ ⑧事故や災害発生直後等への緊急的な対応が必要な工事 　※災害復旧工事であれば評価

Ⅲ厳しい自然・地盤条件への対応
□ ⑬被災箇所の措置や急峻な地形及び土石流危険渓流内での工事　 ※災害復旧工事であれば評価

別紙３


